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くことが韮要であると思われる.これに注目し,生物
モデルの眼の属性,とくに眼の個数を様々に変化させ
て,サルの注視反応を測定したところ,生物として可
能な眼の個数である1個または2個に比べて,3個の眼
がついた生物モデルに対する注視時間が長い傾向がみ
られた.これは,生物らしさを規定する屈性として,
眼の有無よりは眼の個数のほうが正賓である可能性を
示唆する.
23霊長類における社会的文脈での推論研究
高橋其 (京都大･文)
対応者 :上野吉-
他個体からの情報は,直接他個体が当該個体に向
けて環境情報を直接発している場合と,他個体が意図
して発していない情報を当該個体が自己の知識と照ら
し合わせし,間接的に環境情報を推論して得る場合の
両方がある.本研究では後者の場合の推論を,フサオ
マキザルが行えるかどうかを比較検討した.本研究で
は以下のような場面を摸した.当該個体にとって既知
な 2箇所の餌場がある.その個体が餌場に行く前に,
同種他個体が一方の餌場に行くのを見る.このとき,
他個体の選択した餌場には餌がないことを推論するな
らば,他個体が選択していない餌場に行くはずである.
ただし,この場面のみでは当該種が生得的に持つ行動
傾向 (他個体に常に追従する,他個体を常に避ける)
により,結果に影響を与える可能性がある.そこで,
統制条件として,常に餌場の餌が補充される餌場で同
じテストを行った.この統制条件では,他個体の行動
により2つの餌場の価値に差が生じないため,当該種
の持つ生得的な傾向が調べることができる.この統制
条件と実験条件を比較した.
その結果,4個体中3個体が実験条件では他個体と
は異なる餌場にいく傾向が強かったのに対し,統制条
件ではその逆であった.この結果は,フサオマキザル
が他個体からの情報を利用して推論できることを示す.
27モダリティ衣現を用いた訳信念課屈の理解と発達
の神経発達心理学的研究
三浦優生 (国際韮母数大･院･教育)
対応者 :正高信男
他者の心を理解する能力である心の理論の発達を
はかるものとして,誤信念課題が代表的な手法として
用いられてきた.本研究では,他者信念を理解する際
の発話による影響を調べることを目的とし,従来の誤
信念課題に,話し手の確信度に関わるモダリティ表現
を取り入れ,幼児の他者信念の理解-の影響を観察し
た.被験者である3歳児には,訳信念を持つ人物によ
る発話の有無･種類が異なる以下の 3条件下で
Saly-Am 課題が与えられた:(1)従来の Saly-Ann課題
に基づくもの(誤信念保持者による発話の無いもの),請
し手の誤信念が発話によって明示され,その文の最後
に柾信度に差のある終助詞(2)｢よ｣および(3)｢かな｣
が伴う条件.一巡の場面は,パペットによる劇を用い
て提示され,突放者により質問が与えられた.実験の
結果,発話を伴わない誤信念探題には正解できない子
供でも,話し手の強い確信度を示す ｢よJ条件では正
解率が有意に上昇し,一方話し手の確信が弱い ｢かなJ
条件では,｢よ｣条件より有意に低い正解率を示した.
これらの結果は,誤信念理解が発達途上にある幼児に
おいて発話刺激の影響が認められること,更に彼らが
モダリティ表現に示された確信度の差を既に理解し始
めていることを示している.札 本研究では当初目的
としていた光トポグラフィーを用いた検証には到らな
かったが,今後より年下の幼児も対象として他者理解
の能力の神経学的な基盤を検討していきたい.
28マイクロサテライトDNA解析によるワオキツネザ
ルの繁殖構造の研究
市野進一郎 (京都大･アジア･アフリカ地域
研究)
対応者 :川本芳
マダガスカル共和国べレンティ保讃区に生息する
ワオキツネザルの繁殖構造を解明するために,マイク
ロサテライトDNAJ解析を行った.昨年度の研究では,
交尾行動を観察した群れ(1群)を対象に,マイクロサテ
ライトDNA多型を用いた父子判定をおこない,成果を
得た.今年度は,この研究を発展させ,個体識別がで
きている6群の群れメンバーの遺伝子プロフィールを
決定することを目的とした.実験には,1999年の捕摂
調査 (代表者 :小山直樹)で採兆された血液から調処
したゲノムDNAを用いた.まず,昨年度に引き続き,
先行研究を参考にDNA多型の検索をおこなった.その
結果,昨年度の実験で多型を確認できた6座位に加え,
新たに5座位で多型を確認できた.次に,これら11座
位について,134個体の迫伝子型を決定する実験をおこ
なった.現在のところ,結果を解析中であるが,今後
は,この結果を用いて,群内,群間の遺伝子分布の特
徴,集団の文節化,遺伝子近縁度の状況を検討する予
定である.
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